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元
溯
江
公
園
の
噴
水

改築中たった2 つの教育施設が、この夏完
成しました。 校外学習施設の日光林間学園と
入谷南中学校です。両方とも全面改築され、新
し< 生まれ変わりました。そこで今回は、この2
つの施設にスポットをあて、ご紹介します。

自
然
の
中
で
集
団
生
活
を

日
光
林
間
学
園

昭
和
6
3年
H
月
か
ら
改
築
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
日
光
林
間

学
園
が
、7
月
3
1日
に
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
学
園
は
、
児
童
・
生
徒

が
、
自
然
に
親
し
み
、
集
団
生

活
を
体
験
す
る
た
め
、日
光
霧

降
高
原
の
ふ
も
と
に
昭
和
3
8年

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
・

生
徒
の
校
外
学
習
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
夏
休
み
に
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
も
開
放
、
好
評
を

得
て
い
た
も
の
で
す
。

今
回
の
改
築
で
、
施
設
の
規

榠
も
大
き
く
な
り
、
よ
り
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

総
工
費
は
約
2
2億
円
。
敷
地

面
積
3
万
4
千
4
4平
方
じ
で
、

そ
の
う
ち
6
千
4
8
4平方
靆
の
敷

地
に
、
地
下
I
階
、
地
上
4
階

建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
宿
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。

宿
泊
室
は
3
0室
(
I
室
1
2・
5

畳
)
で
以
前
よ
り
3
0人
増
の
3
0
0

人
を
収
容
で
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
職
員
室
6
室
(
8
畳
)

と
園
長
室
、
休
憩
室
が
各
3
室

(
6
畳
)
。

ま
た
3
5
0人収
容
で
き
る
食
堂

を
は
じ
め
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

、
多
目
的
ホ
ー
ル

、

学
習
ホ
ー
ル
な
ど
の
屋
内
施
設

を
完
備

。

屋
外
に
も
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
場
、
ふ
れ

あ
い
広
場
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

H
月
中
旬
か
ら
は

、
ス
キ
ー

・
観
光
な
ど
の
拠
点
と
し
て
区

民
の
皆
さ
ん
に
も
一
般
閧
放
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

、1
0

月
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま

す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

校
外
学
園
係酋

8
8
2
1
1
1
1
㈹

新し く 生 ま れ
変 わ っ た 日 光林 間 学 園

宿泊棟の窓からの展望は自然がいっぱいです

個
性
あ
ふ
れ
る

新
し
い
学
舎
完
成

校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

入
谷
南
中
学
校

舎
人
第
一
小

学
校
と
併
設
さ

れ
て
い
た
入
谷

南
中
学
校
を
入

谷
町
5
8
4
-
1

番
に
移
転
改

築
し
、
二
学
期

か
ら
新
校
舎
で

授
業
を
行
う
運

び
と
な
り
ま
し

た
。総

工
費
は
約
1
7

億
円
。
校
舎

の
デ
ザ
イ
ン

も
、
い
ま
ま
で

の
学
校
の
も
つ

イ
メ
ー
ジ
を
I

新
。
各
教
室
の
窓
に
は
、
ベ
ラ

ン
ダ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
正
門

か
ら
校
舎
の
出
入
り
口
ま
で

は
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
並
木
道

に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
落
ち

つ
い
た
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し

て
い
ま
す
。

教
室
の
数
は
、
晋
通
教
室
が
1
5

室
、
図
書
室
や
音
楽
室
な
ど

の
特
別
教
室
が
1
3室
、
そ
の
ほ

か
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
使
用
す

る
和
室
(
日
本
間
)
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

校
庭
は
、
直
線
で
1
0
0なの
コ

ー
ス
が
5
コ
ー
ス
と
れ
、
2
0
0じ

ト
ラ
ッ
ク
も
楽
に
ひ
く
こ
と
が

で
き
る
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

個
性
と
ゆ
と
り
の
新
・
入
谷

南
中
。
2
学
期
か
ら
は
、
生
徒

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今までにないデザインを採用した入谷南中学校

ル
ッ
ク
i
nあ
だ
ち

第
4
1号
が
完
成
し
ま
し
た

ま
ち
の
様
子
や
話
題
、

区
の
出
来
事
な
ど
を
楽
し

く
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
広
報

「
ル
ッ
ク
'
に
あ
だ
ち
」
第
4
1

号
が
、
番
組
構
成
を
I

新
し
て
、完
成
し
ま
し
た
。

最
新
号
は
▽
ご
み
の
分

別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル

▽
あ
だ
ち
水
の
回
廊
構
想

▽
六
月
中
学
校
訪
問
な

ど
。
本
庁
舎
や
区
内
施
設

1
0
0力
所
で
放
映
中
で
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
く
た
め
ビ
デ

オ
広
報
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

内
容

左
表
の
と
お
り

貸
出
窓
口

情
報
公
開
課

(本
庁
舎
・
中
央
本
町

庁
舎
)
、
広
報
課

貸出し用「ルックi n あだち」の主な内容

届
き
ま
し
た
か

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
0
(
くらしの
便
利帳
)

今
月
の
朷
め
か
ら
『
リ
ブ

イ
ン
^

』
i
v
i
n
g
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

』
(く
ら
し
の
便
利
帳
)
を

配
布
し
ま
し
た
が
、
も
う
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
か
。

ま
だ
、
届
い
て
な
い
ご
家

庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
区
民

事
務
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。

『
リ
ブ
ー
イ
ン

』
は
2

年

に
1

度
の
発
行
で

、
皆
さ
ん

の
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

満
載
。
特
に
今
回
は
、
区
内

の
施
設

、
公
園
を
カ
ラ
ー
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
、
お
す
す
め

散
策
路
5

コ

ー
ス

も
初
登

場
。お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
広
報
課豐

貎
1
1
1
1
㈹

葦

立
ち

開
放
的
な
夏
が
終
わ
り
、

実
り
の
季
節
の
訪
れ
は
も
う

す
ぐ
で
す

。

今

、
情
報
化
の
時
代
。
情

報
機
器
の
発
達
に
よ
り
瞬
時

に
世
界
の
出
来
事
を
知
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
昨
今
の
世

界
の
大
変
動
も
情
報
の
果
た

し
た
役
割
が
大
き
い
と
言
わ

れ
て
ま
す

。
そ
う
で
あ
っ
て

も
や
は
り
、
新
聞
や
本
な
ど

の
活
字
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

が
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

へ

学
問
や
系
統
的
な
知
識

、

人
生
を
知
り
心
を
豊
か
に
す

る
文
学
等
、
読
書
に
よ
り
得

ら
れ
る
も
の
は

、
は
か
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
出
版

さ
れ
る
本
も
多
く
、
個
人
の

購
入
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す

。
そ
れ
だ
け
身
近
な
図
書

館
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す

。

区
立
図
書
館
に
は
1
1
3万
冊

の
蔵
書
が
あ
り

、年
中
無
休

、

夜
間
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま

す

。
さ
ら
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

で
書
名
や
著
者
名
か
ら
簡
単

に
本
を
探
す
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

。
図
書
館
端
末

の
画
面
を
指
先
で
押
せ
ば
よ

く
誰
で
も
で
き
ま
す

。

生
涯
学
習
の
時
代

、
図
書

館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
り
ま
す

。

読
書
は
、私
た
ち
に
幸
福
、

発
見

、
興
奮
と
い
っ
た
心
の

糧
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

区
長
　
古
性
直
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大

地
震

に備えて
グラリ ときてもあわてずに 防災に対するお問い合わせは

中央本町庁舎・災害対策課 　880- 5011 へ

昨年のi O月、アメリカ・サンフランシスコ市内で発生した大地
震。今年6 月のイフン北西部、そして丁月にはフィリピン・ルソ
ン魯を中心に大きな地震が相次いで発生。いずれも直下型の地震
で、多くの被害者を出す大惨事となりました。一瞬のうちに聯い
生命を奪う大地震。世界有数の地震国である日本で、さらには 私
たちの佳む東京で、大地震が起きたらあなたはどうしますか。大
地震の発生に備え、私たちは今、何をなす べきか、発生時にはど
う行助したらよいかを考えてみましょうO

9

月
1

日

は

防

災

の

日

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

9
月
―
貝

防
災
の
日
)
に

、

区
で
は
地
震
災
害
に
備
え

、
防

災
機
関
と
区
民
・
団
体
の

協
力

を
科
て

、
総
合
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

参
加
す
る
機
関
や
団
体
は

、

一

气

消
防

、
町
会
・
自
冶
会

な
ど
約
4
5
団
体

。
参
加
人
奴
は
3

千
人
を
超
え
る

、
大
訓
練
で

す

。訓
練
は

。
関
東
大
地
震
級
の

地

震
被
害
を
想
定
し

、
大
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊

急
患
者

の
輸
送
、
車
両
弔
故
か
ら
の
救

出
救
護
、
市
街
地
災
名
訓
練
な

ど
。
実
践
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ

ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
自
由
に
参
加

で
き
る
防
災
展
示
・
体
験
コ

ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す

。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
見
学
し
て
く
だ
さ
い

。

時
間

午
前
8
時
1
正

午

場
所

櫺
田
三
丁
目
地
先
荒
川

河
川
敷
左
岸
(

西
新
井
襦
一

千
庄
新
襦
閭
北
儼
)

※
当
日

、
西
新
井
橋
お
よ
び
千

住
新
橋
付
近
は

、
車
両
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す

。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す

。

昨年の防災訓練

9
月
1
日
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

警戒宣言

伝達訓練

9
月
1

日
の

午
前
8

時
3
0

分

、
区
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
ま
す

。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は

、
駿
河
岡

を
震
源
と
す
る
「
東
厩
地
震
」

か
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
場
合

、
内
閣
総
理
大

臣
が
発
す
る

「
警
戒
宣
言
」
の

伝
達
訓
練
で
す

。

サ
イ
レ
ン
は
4
5
秒
間
場
り

、1
5

砂
閧
休
み
ま
す
(
3

回
榻
り

返
す
)
。各
家
庭
で
は

、
火
の
元

の
点
検
、
家
具
固
定
の
確
認
な

ど
を
お
願
い
し
ま
す

。

防
災
週
間
8
月
3
0
日
～

9
月
5

日

8
月
3
0
日
か
ら
9

月
5

日

は

、
防
災
週
間
で
す

。
各
家
庭

や

事
業
所
で

も
、「
わ
が
家
の
防

哭
訓
練
」
を
貮
の
要
領
で
行
い

ま
し
ょ
う

。

▽
火
の
元
の
安
全
確
認

▽
消
火
器
具
の
貞
検

▽
避
難
用
非
常
持
出
品
の
準
備

・
点
検

▽
非
常
口
の
確
露

、
家
具
な
ど

の
転
倒
防
止
確
認

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
冊
え
て

防
災
会
議
を
開
き

。
冢
族
や
社

貝
の
役
創
分
担
を
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う

。

災
害
の
弱
者
を
救
う
地
域
の
手

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
を

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
な
ど
災
害
弱
者
を
守
る
た
め

に
は

、
家
族
の
手
助
け
は
も
と

よ
り

、
隣
り
近
所
や
町
会
・
自

冶
会
な
ど
の
地
峨
全
体
で
援
助

す
る
体
制
か
必
妥
で
す

。

救
援
者
な
ど
の
役

創
を
決

め

、
お
ぷ
い
ひ
も
や
看
護
用
品

を
臠
え
て
お
く
な
ど
の
配
慮
も

大
切
で
す

。

一時集合場所の標示板

65ヵ所に設置

区
で
は

、
町

会
・
自
冶
会
単

位
で
選
定
さ
れ
た

「
一
時
集
合

耨
所
」
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め

、
昨
年
度
か
ら
懆
示
仮
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す

。現
在

、

椙
力
所
あ
る
一
時
集
合
場
所
の

う
ち

、6
5力
所
に
般
置
か
完
了

し
ま
し
た

。

一
時
奥
合
場
所
は

、
地
震
な

ど
の
災
害
時
に
安
全
で
的
確
な

避
難
活
動
を
行
う
た
め

、
町
会

・
自
治
会
単
位
で
集
合
す
る
鳩

所
で
す

。
こ
こ
か
ら
避
難
鳩
所

へ
の
・誘
導
は

、
警
察
官
等
か
あ

た
り
ま
す

。

お
住
ま
い
の
地
域
の
一
時
集

合
場
所
を

、
家
族
全
員
で
確
認

し
て
お
く
こ
と
か
大
切
で
す

。

な
お

、
避
難
場
所
(
区
内
9

ヵ
所
)
の
近
く
に
お
住
ま
い
の

方
は

、
直
授
遊
離
場
所
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い

。

避 雛の目標はこれ!
やじろべえ▲ ひよこ

わ
が
家
の
地
震
対
策

□
避
難
先
の
確
認

庄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
避
曜

場
所
や

、
避
難
方
法
を
確
昭
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

。

ま
た

、
家
族
が
雕
れ
ば
な
れ

に
な
っ
た
時
の
連
絡
先
や

、
落

ち
合
う
婦
所
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う

、

□
連
絡
方
法
の
確
認

勤
め
先
や
学
校
な
ど

、
曜
れ

て
い
る
家
腰
と
の
連
絡
方
法
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

。
大
地

輯
が
発
生
し
た
と
き

、
竃
話
は

相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で

、
便
う
場
合
は
短
時
間
で

用
件
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う

。

□
家
具
の
転
倒
町
止

落
下

物
は
と
て

も
危
険
で

す

。
家
具
や
本
棚
な
ど
は

、
倒

れ
な
い
よ
う
固

定
し

、
花
瓶
や

璽
い
物
を
乗
せ
な
い
よ

う
に
し

ま
し
ょ
う

。

□

危
険
物
に
注
意
を

灯
油

、
ベ
ン
ジ
ン

、
食
用
油

な
ど
可
燃
性
の

も
の
は
安
全
な

と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

。

□

非
常
持
出
品
の
用
意

大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合

、

ま

ず
因
る
の
か

、
食
料
と
水
で

す

。
水
は
ポ
リ

タ
ン
ク
や
水
筒

に
入
れ

、
缶
詰

、
乾
パ
ン
な
ど

家
族
擒
呎
に
合
わ
せ
て

用
意

し

、
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯
な
ど

も
忘
れ
ず
に

。

ま
た

、
貴
重
品
(
現
金
や
貯

金
通
帳

、
印
か
ん
な
ど
)

は
I

カ
所
に
保
管
し

、
ガ
ー
ゼ
や
包

帯
、
三
角
布
な
ど
を
入
れ
た
救

急
箱
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
地
震
発
生
の

可
能
性
を
さ
ぐ
る

□
中
央
防
災
会
議
の
発
表

昭
和
6
3
年
に
、
中
央
防
災
会

巌
{
会
長
=
内
閣
総
理

大
臣
)
の

地
震
卑
門

委
員
会
は
、
東
京
、

神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
の
1

乱
3

県
(

南
関
東
地
域
)
で
の
大

地
震
発
生
の
切
迫
性
と
予
知
の

見
通
し
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
南
関
亟
地

岐
に
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
地

震
と
し
て
、
「
南
関
ま
地
岐
直

下
」
、
「
相
喚
ト
ラ
フ
(
相
食
湾

の
雇
庭
の
く
ぼ
み
)
沿
い
」
、「
房

総
半
島
沖
」
の
3

つ
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

な
か
で

も
局
地
的
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
且
下
型
地
震

の
発
生
は
、
あ
る
程
慶
の
切
廼

咤
か
あ
る
と
指
摘
。
た
だ
、
い

ず
れ
も
麗
時
点
で

の
予
剣
は
、

非
驚
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

□
6
9
年
周

期
脱

束
大
名
誉
教
授
、
故
回
角
広

溥
士
は
南
関
東
に
お
け
る
大
地

飃
の
発
生
に
は
、
6
9
年
の
周
期

が
あ
る
と
発
衣
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
年
{
弘
仁
9

年
)
に
粗
慢

湾
で
発
生
し
た
大
地
麗
か
ら
、

震
度
5

以
上
と
思

わ
れ
る
も
の
か
3
3

回
兒
ら
れ
、
過
去
4

回
を
除
き
、
9
9

・
9
%

の

確
率

で
、
ほ
ぼ
6
9年
ご

と
の
周
闡
性
を
確

・
認
。
前
後
1
3年
の

蝴
を

も
た
せ

る

と
、
相
当
高
い
確

奉
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
の
説
に
基
づ

い

て

計
算

す
る

と
、
F

図
の
と
お

り
、
関
柬
大
地
震
の
前
年

子
9
2
2

年
)
か
ら
6
9
年
目
は
1
9
9
1

年
(
平
成
3

年
)
で
あ

り
、
1
9
7
8

年
(
昭
和
S
芒

か
ら
危
険
期
に
人
つ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

関
東
地
区
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8
の
地
震
を
・起
こ
す
に
十
分

な
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
蓄
え
ら
れ
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

以
上
の
説
な
ど

か

ら
推

測

す
る

と

、
大
地
震
は
近

い
粁
米
必
ず
襲
っ

て
く
る
と

考
え
ら

れ
ま
す

。
人
地
震

に
皿
ち
向
か
い

、

被
害
を
最
小
限
に

く
い
止

め
る

た

め

、
ふ
だ
ん
か
ら

ぶ

の
筒
え
≒

物

の
備
え
卜
卜
動
の

躪
え
〟
の
3

つ
の

備
え

が
必
嬰

で

す
。

69年周期説による予測

防
災
は
い
ま
世
界
ぐ
る
み

「国
際
防
災
の
1
0
年
」始
ま
る

今
芒
1
9
9
0

年
)
か
ら
ま
界
各
国

で

、
自
然
災
害
に
よ

る
人
命
や
財
産
な
ど

の
被
害
の
畷
減
を
目

的
と
す
る

、「
国
際
防

災
の
1
0
き

が
始
ま

り
ま
し
た

。

地
震

、
台
風

、
洪

水

、
命
及

、
火
山
隕

火

。
人
類
の
堅
実
を

通
じ
て
自
然
災
害
は

多
く
の
被
害
を
も
た

ら
し
て
き
ま
し
た

。

過
五
2
0
年
間
を
み

て

も
死

者
泅

万
人

子

年
平

均
1
5
万

人
)
、被
害
者
は

少
な

く
と

も
8

億

人
以

上

、
直
接
被
害
額
は

約
3
兆
4

千
緊
億
円
に
も
及
ぶ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
う
し
た
状
況
の
中

、
わ
か

ぼ
は
防
災
先
進
国
と
し
て

、
ほ

嘩
S
力
お
よ
び
国
際
交
流
の
推

進
を
図
る
な
ど
、
世
界
と
日
本

の

防
災
に
積
極
的
に
取
り
岨
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

地
震
の
体
験

「
震
太

く

ん

」大

活

躍

昨
年
の
1
0月
に
登

場
し
た
起
震
乖
i

太
く
ん
」
は

、
地
震

体
詼
訓
練
の
た
め
町

余
・
自
治
会

、
事
業

所

、
保
n

同

、
学
校

な
ど
皆
さ
ん
の

地
域

に
出

動
し
て

い
ま

す

。7
月
3
1
日
現

在
、

延
べ
出
動
回
取
は
9
6

回
で

、
乗
眼
人

畝
は
7

千
川
人
で
す

。。震

太
く
ん

」は

、震
度
7
　
(

関
東
大
旭
震
震
度

旦

ま
で
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
体
験
さ

れ
て
い

な
い
万

は

、
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ
い

。

予
約
受
付
日
時

第
2

・
4
土

眤
日

、
曰
瞳
日
・
祝
曰

を
除

く
毎
日

、
午
的
9

時
～
午
峻
1

時
(
L

擢
日
は
午
前
9
時
I

川
叫
)

※
辺
行
は

、
上
曜
・
凵
曜
・
祝

川
を
問
わ
す
T
明

り
匡
の
各

―
回
す
つ
で
す

、

申
込
方
法

予
疋

ま
の
3
ヵ
月

加
か
ら

電
話
予

約

筅

咎

噸
)
、1
0囗
前
ま
で
に
申
誚
辨

を
災
害
対
策
屎
に
提
出
(
巾

讀
書
は
災
害
対
策
漾
に
あ
り

ま
す
)

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
消
火
器

先
口

、
興
野
町
会
内
で

「
て

ん
ぷ
ら
火
災
一
が
あ
り
ま
し
た

。

炎
は
天
井
を
こ
か
す
勢
い
で

、

と
て
も
1

人
で
酳
せ
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

こ

の
と
き
近
所
の

皆
さ
ん

か

、
ほ
か
配
備
し
て
い
る

消
火

訝
と
各
家
庭
の
も
の
を
持
ち
寄

り

、g
火
に
S
力

。
お
か
け
で

人
火
に
い
た
ら
ず

、
冊
防
印
か

来
る

前
に
消
し
十
め
ら
れ
ま
し

た

。「
町
会
の
会
白
や
訓
練
で
消

火
器
の
使
い

力
を
練
岬
し
た

り

、
非
常
連
絡
網
を
苧
っ
て
に

援

、
協
力
態
勢
を
整
え
て
い
ま

す
」
と

、
同
町
会
防
式
部
長
の

齊
藤
敏
秋
さ
ん
。
こ
う
し
た
ふ

だ
ん
の
心
が
け
が

、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
ご
っ
た
も
の
で

す
。

区
で
は

、
約
8
千
木
の

酳
人

聆
を
区
内
全
友
に
配
備
し
て
い

ま
す

。
祐
さ
ん
も
町
内
の

ど
こ

に
消
火
器

が
あ
る
か
を
確
認

し

、
使
い
方
も
町
会
の
訓
練
な

ど
で

、
よ
く
練
習
し
て
お

き
ま

し
ょ
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
バ
ギ
オ
市
内
の
倒
壊
し
た
建
物

(
写
真
提
供
・
防
災
都
市
計
画
研
究
所
)

「
震
太
く
ん
」
で
地
震
体
験

役
割
を
決
め
て
効
果
的
に

い
か
そ
う
防
災
区
民
組
織

大
地
震
な
ど
で
区
内
全
敏
に

災
魯
が
発
生
し
た
場
台

、
区
を

は
じ
め
一

察

、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
は
全
力
を
あ
げ
て

防
災

活
動
を
行
い
ま
す

。
し
か
し

、

同
時
に
多
く
の
場
所
で

火
災
な

ど
か
発
生
す
る
と

、
防
災
閲
係

機
関
だ
け
で
は
被
害
を
防
ぎ
き

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。

防
災
活
励
を
効
果
的
に
行
う

た
め
に
町
会
・
自
冶
会
を
母
体

と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が

、
防

災
区
民
組
織
で
す

。
現
在

、
区

内
に
挧
あ
る
町
会
・
自
治
会
の

な
か

、
讚
の
町
会
・
自
治
会
で

組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す

。

組
纖
が
功
果
的
に
活
動
で
き

る
よ
う

、
各
人
の
役
割
・
分
担

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に

、
出

火
防
止

。
初
期
消
火
な
ど
の
訓

練
を
積
み
重
ね
て
お
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す

。

本
木
東
町

会
区
民
消
火
隊

4
月
1
9日
発
生
し
た
火
災

の
際

、C

級
ポ
ン
プ
を
用
い

て
迅

速
な
消
火
活
動

を
行

い

、
延
焼
防
止
に
大

き
な
効

果
を
あ
げ
ま
し
た

。こ
れ
は

、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
た
も
の

。
区
で
は

、
態

謝
状
を
贈
呈
し

、
功
労
を
た

た
え
ま
し
た

。

緑
町
は
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
い
ま
す

わ
れ
ら
が
守
る
防
災
班

千
住
緑
町
町
会
会
長

石

川

辰
次

さ
ん

緑
町
は

、昭
和
泗
年
に
屁

た
ち
の
ま
ち
は
私
た
ち
で

守

る
″
を
合
言
葉
に

、友
部
室

、

消
火
郤

、
避
難
誘
導
兼
救
護

部

、
地
域
防
災
郷
な
ど
(
8

部
6
1班
)

を
編
威
し

、
防
災

砲
織
を
つ
く
り
ま
し
た

。
現

在

、
世
帯
数
は
千
莇
あ
り
ま

す

。消
火
略
や
公
衆
電
話
な
ど

の
位
置
を
記
し
た
緑
町
防
災

図
を
年
―
回
発
行
、
燮

諤

災
訓
練
の
実
施

、
毎
月

、
哨

火
隊
の
C

級
ポ
ン
プ
操
法
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

。

特
に

、
正
礎
な
崎
報
の
伝

透
か
必
要
と
の
考
え
か
ら

、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
1
5台
を
晴

人

、
各
部
の
責
仔
者
に
配
置

し
ま
し
た

。
毎
月
1
月
を
訓

練
日
と
定
め

、
い

ざ
と
い
う
時
に
爾

え
て
い
ま
す

。

ま
た

、
年
3
回

発
行
す
る
町
内
だ

よ
り

「
み
ど
り
ち

ょ
う
」を
通
し
て

、

さ
ら
に

「
尽
町
剛

災
心
得
」
を
作
っ

て

、
防
災
に

対
す

る
啓
発
を
図
っ
て

い
ま
す

。

訓
練
中
の
町

会
の
皆
さ
ん

燃えないまちづくりを
めざして… 不 燃 化 促 進 助 成 事 業

区
で
は

、「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
2

を
重
点
施
策
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す

。

こ
の
一
環
と
し
て

、大
震
火
災

時
の
安
全
な
「
避
難
路
」や

、「
延

焼
遮
断
帯
」を
塵
備
す
る
た
め

、

不
燃
化
促
進
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す

。

こ

れ
は

、
不
燃
化
促
進
区
域

内
(
左
図
参
照
)
で

、
一
定
の
戞

準
を
禹
た
す
不
燃
建
築
物
を
建

て
る
方
に

、
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
笂
で
す

。
ぜ
ひ

、
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

ま
た

、
不
燃
化

堰
て
詒
え
強

化
月
閧
と
し
て

、9
月
と
1
0月

に
計
7
回
の
特
別

建
て
昏
え
相

談
所
を
閲
設
し
ま
す

。と
も
に

、

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

助
成
内
容

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

富
庁
舎
(
千
住
)

。

ま
ち
づ
く
り
課

不燃化促進区域図

※ 各 地 区 と も 、 直 颱 の 両 麕

お お む ね31 曙 の 区 域 で す。

※ 区堋1 こ つ い て く わL い こ
とは 、 ま ち づ く り 課 へ お
し ず ね く ださ い。

助 成 内 容第43 回

区
民
体
育
大
会

参
加
者
募
集

□
卓
球

日
時
9

月
2
3日
(
日
)
、
午

前
9

時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

種
目

団
休
鮫
(

シ
ン
グ
ル

ス
4

、
ダ
ブ
ル

ス
ー
)

対
象

区
内
在
庄
・
在
励
の
4

～
5
人
の
屶
で

裲
改
し

た
チ
ー
ム

費
用
I

チ

ー
ム
千
円

申
込
期
限
9

月
1
2曰
消
印

有
効

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
チ
ー

ム
名

、
賢
任
者
名

、
電
謡

番
弓

、
出
場
メ
ン
パ
ー
の

氏
名

、
庄
所
ま
た
は
勤
秘

先
を
明
記

申
込
・
問
合
せ
先

圧
司
徳

之
助
(
1
1
-
5丙
伊
興
4
-
5
-
n

　
Q
2
0
3

旦

□
山
岳

日
時
9

月
2
9亘

圭

、
午

吸
3

時
出
発
(
区
役
所
本

斤
心
‥前

・
小
出
ロ
レ
ジ
泊

↓
3
0
日
両
帰
亰
)

場
所

越
後
・
小
松
原
酲
原

対
象
1
6

蔵
以
上
叨
歳
ま
で

の
区
内
在
庄
・
在
助
・
在

学
の
刀

費
用
1

万
7

て
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
匱

接
申
込
期
限
9

月
1
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

ノ
駒
草

山
荘
(

千
位
1
3
3
-
9

　
8
8
1
2
4
9
0
)

▽
マ

ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(

関
陳
2
-
1
6
-
H

　
砌
5
1
0

儿

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

日
時
1
0

月
7
・
1
4・
2
1日

、H

月
4

旦

雨
天
順
延
)
、

午
的
8

時
3
0分
か
ら

場
所

江
北
槍
緑
地
石
牟
C

・
D

而

対
象
1
8

歳
以
士
の
尺
内
在

住
・
在
勤
の
方
(
学
生
は

除
く
)

費
用
I

チ
ー
ム
8
千
円

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
9

月
1
0日

※
キ
キ
プ
テ
ン
会
巌
を
9

月
3
0
H
(

旦

、
午
前
1
0時

、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
一
行

い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

佐
々
木

干
代
子

　
町
0
7
6
0

□
剣
道

日
時
1
0

月
1
4
日
(
月

、
午

前
8
時
3
0
分
受
付
聞
始

場
所

総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
大
体
腎
室

参
加
資
格

高
校
生
以
上
の

区
内
在
住
・
在
薊
・
在
学

の
方
お
よ
び
区
剣
遜
逓
盟

会
叫

種
目

年
齡
別
個
人
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

費
用

勁
円

妬
引

涓
は
傷

害
保
険
1
0
0円)

申
込
方
法

賢
m
と
甲
込
叢
(

住
所

、氏
名

、生
年
月
日

、

職
笑

、現
段
位
丶
畩
話
番
弓

を
記
人
)

を
添
え
て
直
接

申
込
期
限
9

月
2
2囗

申
込
・
問

合
せ
先

企
f

呎

屯
(

〒
1
2
0干
哇
5
-
3
2

丿
M

　
蚓
2
0
4
1
)

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
1
0

月
M

・
2
1叺
T

前
9

畔
か
ら

場
所

柬
利
休
町
館
ほ
か

種
目
6

人
制
、
9
人

制
の

叫
攵
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
象

区
内
陛
住
・
よ

動
の

方
費
用
I

チ
ー
ム
2

干
网
円
(
9

月
1
8日
の
代
賚
委
員

台
で
払
い
込
み
)

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
9

月
1
0
囗

申
込
・
問
合
せ
先
田
巾
唄
。

吁
　
8
5
0
3
9
9
5

日
ご
ろ
鍛
え
た
力
を
発
輝
し
て
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新しい出
会 いが新しい力に 東部障害福祉

総合センター

今年4 月。神明帛二丁目にオープンした「東部障害
福祉総合センター」。竹の塚にあった心身障害福祉セン
ターや、梅島生活実習所などを厩合した障害者のため
の新しい拠点施般です。このセンターで、障害者の皆

さんがどのような活助をしているか、ご紹介します。

仲
間
づ
く
り

生
き
が
い
づ
く
り

技

能

講

習

会

「
右
手
が
不
自
由
な
の
で

、

左
手
で
描
い
て
い
ま
す
が

、
難

し
く
て
」
と
ク
レ
パ
ス
を
手
に

青
木
す
み
さ
ん
(

千
庄
竒
田
町

在
住
)
。桧
回
講
習
会
の
郡
屋
は

静
か
で
す

。

東
部
障
名
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
在
宅
の
障
害
者
を
対

象
に
こ
の

絵
画
を
は
じ
め
7
つ

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
と
違
い

。
技
術
習
得
だ
け
で

な
く

、
阻
害
者
相
互
の
交
流
を

通
し
て
の

生
き
が
い
づ
く
り
も

目
的
と
し
て
い
ま
す

。

参
加
者
の
多
く
は

、
脳
血
管

璋
害
の
後
遺
履
に
よ
る
肢
体
不

自
由
者
で

す
。
こ
の
た
め

、
各

講
習
会
は

、
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て

の
機
能
も
あ
わ
せ
痔
っ
て
い
ま

す
。

□
音
楽

大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う
こ

と
は
ご
百
語
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な

り

、
楽
器
を
扱
う
こ
と
は

、
手

の
釧
練
に
な
り
ま
す

。

□
絵
図

大
き
く
描
く
こ
と
で

、
気
持

ち
か

ゆ
っ
た

り
と
し
て
き
ま

す

。
描
い
た
作
品
か
ら
体
調
な

ど
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す

。

□
和
紙
工

芸
・
籐
(
と
う
)
手

芸
・
手

編
み

手
先
を
使
う
こ
と
か
ま
ず
訓

練

。
ま
た

。
仲
間
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
の

乍
業
で

、
気

分
転
換
が
図
ら
れ
ま
す

。

□
陶
芸

手
・
腕
の
訓
線
と
と
も
に

、

集
中
力
が
養
わ
れ
ま
す

。

□
ワ
ー
プ
ロ

機
械
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が

大
き
な
自
信
を
生
み
ま
す
。

「
い
い

意
味
で
の
問
い
合
い

で
す
ね
。
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て

い
る
人
よ
り
、
よ
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
い
う
」
と
ワ

ー
プ
ロ
の

画
面
を
見
る
荘
晃
夫

さ
ん
(

青
井
三
丁
目
在
住
)
。

真
剣
に

。
そ
う
し
て
和
や
か

に

、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
会
で
活

発
な
活
動
が
続
き
ま
す
。

ワ ー プ ロ 講 習 会 は い つ も 大 人 気

9 月に行われる「みんなの音楽会」に
参加のリハビリテーターズ

が ん ば る 自 主 サ ー ク ル

完 成し たときの 満足 感

和 工 会
中島　すみ子さん

「
和
工
会
」と
婁
い
て

。「
わ
っ

こ
の
き

と
腴
み
ま
す

。会
臟
に

は

、
半
身
不
随
の
方
が
多
く

、

目
的
な
し
に
は
外
出
し
な
い
の

で
す
が

、
こ
の
会
か
い
い
外
出

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す

。

私

も
諤
い

に
倒
れ

た
と
き

は

、
も
う
こ
れ
で
人
生
も
終
わ

り
か
と
思
い
ま
し
た
が
、6

年

前
に
和
紙
工
芸
を
は
じ
め

、
一

つ
で
き
上
が
っ
た
と
き
の
満
足

惑
と
自
信

。
今
で
は

、
手
の
込

ん
だ
木
目
込
み
人
形
ま
で
嚶
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

作
品
を
つ
く
る
楽
し
み
だ
け

で
な
く

、
大
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
霤
び
も
あ
り
ま
す

。
人
の
た

め
に
何
か
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
、
ず
い
ぷ
ん
と
励
み
に
な
り

ま
す

。

ま
た
会
貝
の
中
に
は

、
個
展

を
閧
く
人
も
現
れ

、
私
た
ち
の

作
品
を
商
品
と
し
て
買
っ
て
く

れ
る
方
も
出
て
き
ま
し
た

。

こ
の
会
に
は

、
介
護
し
て
く

れ
る
人
は
い
ま
せ
ん

。
で
も

、

身
体
の
不
自
由
な
者
同
士

、
互

い
に
で
き
る
こ
と
を
し
あ
っ
て

チ

ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
や
っ
て
い

ま
す
。

籐 と楽 しい

会 話 が …
籘 親 会
保坂　力男さん

「
外
出
し
て

、
人
と
交
流
を

持
っ
て
こ
そ
、
生
き
て
い
る
実

感
が
わ
く
も
の
で
す
」
と

、
籘

観
会
代
表
の
保
坂
力
男
さ
ん
。

セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
参
加
者

を
中
心
に
、
も
っ
と
籐
を
楽
し

み
た
い
と
、
今
年
3
月
に
自
主

サ
ー
ク
ル
籐
覡
会
を
桔
成
。
毎

週
水
曜
日
の
午
嘸

竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
で
活
助
中
で
す
。

「
豪
叨
は
女
の
人
の
や
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、

今
で
は
、
こ
こ
に
来
る
の
か
楽

し
み
で
」
と
籐
手
芸
の
キ
ャ
リ

ア
2

年
半
の
吉
川
さ
ん
。

籘
で
カ
ゴ
や
皿
を
綢
み
あ
げ

る
中

、
家
庭
の
こ
と
、
身
体
の

こ
と
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
続
き
ま

す
。も

し
か
し
た
ら
、
籐
手

芸
の

楽
し
さ
よ
り
も
、
こ
の
和
や
か

な
お
し
ゃ
べ
り
の
魅
力
で

、
昏

さ
ん
参
加
し
て
い
る
の
で
は
。

「
冢
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

障
害
者
の
方
、
籐
観
会
は
新
し

い
参
加
者
を
待
っ
て
い
ま
す
」

地
域
の
皆
さ
ん
と

も
っ
と
交
流
し
た
い

生

活

実

習

訓

練

「
な
ん
と
な
く
暗
い
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、
明
る
い
施
設
だ

し
、
子
ど
も
た
ち
も
、
職
與
の

方
も
ほ
か
ら
か
で
…
」

「
障
害
者
の
人
と
接
す
る
の

は
初
め
て

。
初
め
は
と
ま
ど
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
っ
し
ょ

に
紙
す
き
を
し
て
い
る
閧
に
そ

ん
な
こ
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

芒
こ

れ
は
7

月
2
5日
に
行

わ
れ

た
第
1
回
の
作
業
公
開
に
参
加

し
た

方
々
の
声
の
一
部
で

す
。

当
日
は
2
2
人
の
方
が
、
生
活

実
習
の
通
所
者
と
い
っ
し
ょ
に

牛
乳

パ
ッ
ク
を
哽
っ
た
紙
す
き

や
、
平
織
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。生

活
実
習
に
は

、
重
度
の
心

身
障
害
者
4
8
人
か
通
っ
て
い
ま

す
。
作
業
を
通
じ
て
。
日
々
の

充
実
と
社
会
的
目
立
を
図
る
た

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
す
る
上
で
、

▽
仲
間
を
大
切
に
し
。
と
も
に

成
長
し
あ
う

▽
颱
く
こ
と
を
通
し
て
、
社
会

と
の
か
か
わ
り
を
広
げ
る

▽
自
立
性
を
大
切
に
し
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
も
つ

▽
地
峨
と
の
か
か
わ
り
を
深
め

る
の
4

点
を
康
視
し
て
い
ま

す
。

こ
の
最
後
の
地
域
と
の
か
か

わ
り
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ

る
の
が
、
毎
月
第
4

水
曜
日
の

作
藁
公
開
で
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
神
明
庄
区

セ
ン

タ
ー
の
子
叺
や
お
と
し
よ

り
と
い
っ
し

ょ
に
活

動
し
た

り
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
と

も
交

疏
を
図
る
予
定
で
す

。

一
人
で
も
多
く
の
方
に

、
東

部
璋
罟
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に

采
て
い
た
だ
き

、
障
害
者
が
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
知
っ
て
い
た
だ
け
る
厩
会
を

数
多
く
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

地元の方と通所生がいっしょに
牛乳パックからハガキを作りました

(
仮
)
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

谷
在
家
三
丁
目
に

区
で
は
、
心
身
鴟
害
者
の
通

所
馴
練
を
い
っ
そ
う
充
実
す
る

た
め
、
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
と
同
様
の
厩
能
を
持
っ

た
施
設
を

、
来
年
度
の
開
設
に

向
け

、
谷
在
家
三
丁
月
1
3番
に

現
在
建
設
中
で

す

。

区
の
西
側
の

方
に
と
っ
て
は

便
利
に
な
り

、
よ
り
多
く
の
障

害
者
の
方
の
通
所
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

( 仮) 西部障害福祉総合センター完成予想図

障
害
者
と

地
域
の
人
の
橋
渡
し

高
橋
　
健
次
郎
さん

(
辰
沼

二
丁
目
在
住
・
民
生
委
員
)

セ
ン
タ
ー
建
設
前
は
、
障

害
者
と
ど
う
関
わ
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
一
部
哭

々
に
と

裏

と
い
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
7

月
1
日
の
施
設

公
開
な
ど
で
、

セ
ン
タ
ー
と
障

害
者
に
対
す
る
地
域
の
人
の

理
解
は
格
段
と
深
ま
り
、
い

っ
し
ょ
に
活
動
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
運
も
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

障
害
に
関
す
る
相
談
や
リ

ハ
ビ
リ
の
で
き
る
施
設
が
、

身
近
に
で

き
た
こ
と
で
、
心

強
く
も
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
町
会
・
自
冶
会
で

は
、
生
活
実
習
生
の
行
う
廃

品
回
収
に

協
力
す
る
な
ど
、

地
域
の
人
と
障

害
者
の
皆
さ
ん

が
い
う
し
ょ
に

活
動
で
き
る
方

法
の
倹
討
を
始

め
て
い
ま
す
。

単
な
る

同
哢
で
は
な
く
、

阻
害
者
の

方
の
自
立
を
地
域

で

も
手
助
け
し
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
、
地
戴
で
の

福
祉

を
展
閲
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
の
相
談リハビリテーションも 東

部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は

、
生
活
実
習

、
白
立
生

活
訓

練
、
技
能
講
習
会
の
ほ
か

に

、
相
談

、
リ
(
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
訓
練
も
行
っ
て
い
ま

す
。

□
各
種
相
談

区
内
在
庄
の
心

身
障
害
者

(
児
)
の
た
め
の

、
専
門
相
談

を
予
約

制
で

吁
っ
て
い
ま
す

(
下
表
参
照
)
。

ま
た

、
福
祉
に
か
か
わ
る
一

般
相
談
は
随
蒔
受
け
付
け
て
い

ま
す

。

□
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
血
琶

障
害
や
事
故
な

ど

で
、
障
害
を
持
っ
た

方
々
が
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
理
学
療
法

士
な
ど
が
羅
助
し
ま

す
。

▽
電
車
・
バ
ス
な
ど
を
利
用
す

る
た
め
の
誤
練

▽
暑
が
え
、
入
浴
な
ど
の
日
爾

生
活
訓
練
、
碗
た
く
な
ど
の

家
多
の
た
め
の
訓
練

▽
在
宅
生
活
で
の
正
し
い
健
康

管
理
栢
4
や
栄
養
栢
導

な
ど
を
、
6
ヵ
月
ま
た
は
1

年

間
か
け
て
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
東
部
障
名
福

祉
総
台
セ
ン

タ
ー
(

　
5
6
8
2
-
5
3
7
0
)

へ

。

明
日
の
た
め
に

自
立
生
活
訓
練
に
通
う

鎌
田
　
秀
雄
さん
(
花
畑
八
丁
目
在
住
)

自
立
生
活
通
所
訓
練
は

、
陣

害
者
の

方
が
、
積
極
的
に
自
分

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
も
の

。
通
所
者
は

、
そ

れ
ぞ
れ
目

標
を
持
っ
て
入
っ
て

き
て
い
ま
す

。
鎌
田
秀
雄
さ
ん

も
そ
の
ひ
と
り

。

「
高
校
を
本
業
し
た
ら

、
冢

で
タ
イ
プ
で
も
す
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
ら

、
セ
ン
タ
ー
に
通

い
た
い
と
い
い
だ
し
て
」
と
母

観
の
ト
モ
子
さ
ん
。

脳
性
小
児
マ
ヒ
で
身
体
の
不

自
由
な
秀
雄
さ
ん
は
、
ワ
ー
プ

ロ
を
習
い
た
く
て

、
自
立
生
活

釧
練
に
入
り
ま
し
た

。

こ
の
事
藁
は

、1
5
繻
以
上
の

肢
体
不
自
由
者
を
対
限
に

、
週
3

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
1
1
人
の

仲
間
が
い
ま
す

。

同
じ
適
所
者
の
田
川
勝
さ
ん
(

保
木
問
二
丁
目
在
庄
)
は

、

鎌
田
さ
ん
の
印
象
を

、

「
真
面
目
な
感
じ
だ
け
ど

、話

す
と
お
も
し
ろ
い
大
で
す
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
仲
間
か
何
か
で
き
る
よ
う

に
な
る
と

、
た
い
へ
ん
刺
激
を

受
け
ま
す
」
と
鎌
田
さ
ん

。

こ
の
日
は

、
体
鰻
に
続
い
て

こ
れ
ま
で
の
リ
ハ
、ビ
リ
の
様
子

を

個
々
に
戰
貝
が
聞

き
ま
し

た

。
午
俊
は

、
夏
休
み
に
取
り

組
む
各
人
の
テ
ー
マ

を
決
め
ま

し
た
。

鎌
田
さ
ん
の
決
め
た
テ
ー
マ

は
『
歯
み
が
き
I
。電
動
歯
ブ
ラ

シ
を
痔
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

「
采
年
3
月
で
、
3
年
間
の

通
所
期
間
も
終
り
。
そ
の
後
は

冢
で
ワ
ー
プ
ロ
の
仕
串
を
し
た

い
」と
抱
負
を
語
る
鎌
田
さ
ん
。

こ
れ
ま
で

を
ふ
り
返
っ
て
、

お
&
V
i
ん
は
。

「
以
前
は
秀
雄
を
ひ
と
り
に

し
て
1

時
間
と
留
守
に
で
き
な

か
っ
た
。
で
も
飯
近
は
、
半
日

く
ら
い
な
ら
安
心
し
て

外
出
で

き
ま
す
。
本
人
が
い
っ
て
き
た

ら
と
勧
め
ま
す
し

。
自
分
に
対

す
る
甘
さ
が
な
く
な
っ
た
よ
う

で
す
」
と

岔
い
ま
す
。

詩
を
乍
る
こ
と
と
野
球
の
好

き
な
鎌
田
さ
ん
。
今
後
は
パ
ソ

コ
ン
通
信
も
寛
え
、
遠
方
の
人

と
も
交
流
を
深
め
た
い
と
も
。

午前10時。センターのバスが自宅近
くに迎えに来る。

午前10時30 分、センター
到着。まずミーティング
が始まる。

午
後
4
時
帰
宅
。

家
で
は
ワ
ー
プ
ロ
に

向
か
う
か
テ
レ

ビ
を

見
る
こ
と
が
多
い

。

シリ
ーズ 足立の文化財

金
銅
装
神
輿

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
工
芸
品
)

千
住
仲
町
4
8
-
2
　仲
町
氷
川
神
社

こ
の
神
輿
は

、
高
さ
譌
・
5

气

胴
唱
6
3・
5

气

基

部
輻
1
1
6巧
で
す
。
嗷
さ
は

、

実
測
さ
れ
て
い
な
い
の
で
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
千

倒

。
。～
2

千
冫
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

碑
造
を
上
部
か
ら
み
る
と

盛
り
あ
が

う
た
屋
蓋
中
央
の

靄
盤
上
に
翼
を
広
げ
る
鳳
凰

を
据
え

、そ
の
下
の
軒
に
は

、
頭
貫
木
鼻
を

象
頭
形
に
彫

り

、
小
壁
を
四
方
に
め
ぐ
ら

し
て
い
ま
す

。
胴
部
は

、
前

と
左
右
に
両
鬨
き
の
肥
を
股

け

、
基
耶
上
面
に
高
欄
つ

き

の
玉
垣

を
四

方
に
め
ぐ
ら

し

、
そ
れ
ら
の
中
央
に
鳥
居

を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
神
輿
の
特
色
は

、
豪

華
な
装
飾
に
あ
り
ま
す

。
小

壁
に
鳳
凰

、
凧
に
神
紋

、
暃

左
右
の
脇
仮
に
昇
雛
・

降

騅
を
蒔
絵
で

循
い

て
い
ま

す

。
妥
所
に
各
種
の
金
工
枝

術
を
用
い
た
金
銅
金
具
で
飾

り

、
紐
部
に
は

、
み
ご
と
で

細
密
な
彫
刻
を
装
し
て
い
ま

す

。
伝
藐
技
術
が
よ
く
発
揮

さ
れ
た
豪
華
な
神
輿
で
す

。

こ
の

神
輿
は

、
現
在

、
郷

土
荐
物
館
―
階
ホ
ー
ル
に
展

示
中
で

す
。

フォト
ニュース あだち

7/ 16　 舎人第一小と入谷南中お別れ式
5年間、同じ校舎で学んでいた舎人第一小と
入谷南中。このほど、入谷南中の新校舎が完
成することになり、両校の生徒・児童の間で
お別れ会か行われました。

7/ 20　4, 000 人のラジオ体操
荒川河川敷虹の広場のオープニング

7/ 26　 第12回足立の花火大会

シ リ ー ズ

身
近 な

自然15

ネジバナ( モジズリ)

初
夏
に
向
か
う
6
・
7

月

ご
ろ
、
荒
川
土
手
を
歩
い
て

い
る
と
、
芝
の
閠
か
ら
ス
ー

ツ
と
短
い
穗
を
出
し
、
そ
の

先
に
桃
紅
色
の
花
を
つ
け
た

ネ
ジ
バ
ナ
を
見
つ
け
る
こ
と

か
あ
り
ま
す
。

緑
の
芝
の
中
に
、
ピ
ン
ク

色
の
可
憐
な
小
さ
な
花
を
多

数
つ
け
た
こ
の
植
物
。
高
さ
2
0
1
3
0

惣
で
す
か
、
す
ぐ
目

に
入
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
小
さ
な
花
が

ま
る
で
螺
旋
階
段
を
昇
る
よ

う
に
ね
じ
れ
な
が
ら
、
穗
の

下
か
ら
咲
い
て
い

き
ま
す
、

ネ
ジ
バ
ナ

、
別
名
モ
ジ
ズ

リ
(
捩
摺
)
と
い
う
名
前
も
、

こ
の
よ
う
な
花
の
咲
き
方
か

ら
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

私
が
こ
の
ネ
ジ
バ
ナ
を
初

め
て
見
た
の
は
、
尾
瀬
の
広

い
湿
原
。
以
来
こ
の
花
は
、

湿
原
に
咲
く
高
山
値
物
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
、
日
当

り
の
良
い
野
原
、田
の
あ
ぜ
、

団
地
の
芝
生
な
ど
、
全
国
晋

通
に
見
ら
れ
る
、
野
生
の
ラ

ン
の
一
種
で
す
。

今
年
は
、
古
千
谷
小
学
校

の
芝
生
に

も
3
朮
ほ
ど
咲
い

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
ネ
ジ
バ

ナ
を
鉢
値
に
し
て
、
鑑
賞
す

る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

<
古
千
谷
小
学
校
教
頭

武
田

輝
男
>
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生
活
環
境

「
発
見
!

ま
ち
か
ど
物
語
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

「
感
動
や
驚
き

」
、
「
よ
ろ
こ

び

」
な
ど
を
表
現
し
た
ま
ち
の

景
観
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
H
月
2
3日
「
第
3

回
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ

ム

」
の

「
発
見
!
・
ま
ち
か
ど
物

語

」写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
発
气

展
示
し
ま
す
。

応
募
要
領

▽
区
内
在
住
・
在

勸
・
在
学
の
方

▽
撮
影
年

月
日
を
問
い
ま
せ
ん
。
禾
発

表
の
も
の

▽
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト
四
ツ
切
、
ふ
ち
な
し
　

▽
応
募
点
数
に
制
限
な
し

。

入
賞
は
1

人
I

点

▽
住

所

、
氏
名

、
撮
影
場
所
を
明

記
し

、
郵
送
ま
た
は
直
接
窓

囗
へ

※
入
賞
作
品
は
ネ
ガ
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す

。

賞

▽
優
秀
賞
…
―
点

▽
入

選
・
=
5
点

佳
作
・・・
1
0点

氷
入
賞
者
に
は
賞
状

、賞
品
を
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

応
募
期
限
1
0
月
1
0日
必
着

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
ま
ち
づ
く
り
課
推

進
係
(
千
川
一
千
住
l
-
1
4
-

1
8
)
、
ま
た
は
黼
ま
ち
づ
く
り

公
社
(
`
‘
刪
7
了
6
1
、
〒

1
2
0綾
瀬
2
-
3
0
1
6
)

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計

画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。こ
れ

ら
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知

事
ま
た
は
区
長
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

□
東
京
都
市
計
画
中
央
本
町
地

区
地
区
計
画
の
決
定

区
域

中
央
本
町
丁

三
・
四

丁
目
各
地
内

□
東
京
都
市
計
画
梅
島
地
区
地

区
計
画
の
決
定

区
域

梅
島
∵

二
丁
目
各
地

内
□
東
京
都
市
計
画
国
道
4
号
A

地
区
(
日
光
街
道
)
沿
道
整
備

計
画
の
変
更

区
域

梅
島
丁

二
丁
目
お
よ

び
中
央
本
町
一
丁
目
各
地
内

□
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更

区
域

中
央
本
町
∵

三
・
四

丁
目
お
よ
び
梅
島
二
丁
目
各

地
内

□
東
京
都
市
計
画
防
火
地
域
及

び
準
防
火
地
域
の
変
更

区
域

中
央
本
町
一
・
三
・
四

丁
目
お
よ
び
梅
島
二
丁
目
各

地
内

縦
覧
・
意
見
一
の
提
出
期
間
　
9

月
4
日
～
1
8日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局

相
談
情
報
課
ま
た
は
区
・
本

庁
舎
宇
佐
)
・
都
市
計
画
課

意
見
一
の
提
出
先

都
・
都
市

計
画
局
都
市
計
画
課
ま
た
は

区
・
本
庁
舎

♀
住
ご

都

市
計
画
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

都
市
計
画
係

福

祉

心
身
障
害
者
(
児
)
の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

補
装
具
、
就
職
な
ど
の
相
談
は

こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
手
帳
交
付
の
相
談

は
各
福
祉
事
務
所
で

常
時
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
3
日
(
水
)
、
午
後
　

1
時
～
5
時
(
受
付
は
午
後
　

3
時
ま
で
)

場
所

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

(旧
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

士
定
員
1
0
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

福
祉
事
務
所
の
窓

口
ま
た
は
電
話
予
約

受
付
期
間
9

月
4
日
～
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福

祉
事
務
所
障
害
者
援
護
係

※
当
日
、
車
で
の
来
場
は
、
な

る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

表1　 福祉事務所一覧

ご
参
加
く
だ
さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

日
程
・
時
間
9
月
2
6
日
～
1
0
　

月
3
1
日
の
毎
週
水
曜
日
(
1
0
　

月
1
0
日
を
除
く
、全
5
回
)
　

・
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
　

分
場
所

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
(
無
料
)

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
の
あ
る
方

内
容
・
講
師

ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ

ム
の
心

、
市
民
生
活
の
中
に

ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
・
=
枝
見

静
樹
氏
(

箔
士
福
祉
事
業
団

理
事
長
)

ほ
か

定
員
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
社

会
福
祉
協
議
会さ

8
8
8
1
5
5
0

心
身
障
害
者
・
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
定
例
払
月
で
す

8
月
は
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
、難
訶
患
者
福

祉
手
当
の
定
例
払
月
で
す
。2
5

日
ご
ろ
金
融
機
関
に
振
り
込
み

ま
す
。

預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持
っ

て
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
障
害
福
祉
係

教

育

9
月
は
教
育
相
談
強
調
月
間
で
す

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、9
月
を

教
育
相
談
強
調
月
間
と
し
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の

悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
面
接
に
よ
る
相
談

受
付
日
時

第
2
・
4
土
曜
日

を
除
く
平
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
第
1
・
5
土
曜

日
は
正
午
ま
で
)

相
談
場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

(さ
8
5
9
9
5
3
1
)

、
教
育
相

談
綾
瀬
分
室
(

雲
8
3
8
3
5
8
　
8
)

、
教
育
相
談
鹿
浜
分
室

(
音
8
5
6了
7
3
5

、9

月
1
7
　

日
か
ら
)

申
込
方
法

電
話
予
約

□
電
話
に
よ
る
相
談

受
付
日
時
・
電
話
番
号
月
～
　

金
曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
　

4
時
3
0
分
、
酋
8
8
4
7
8
6
7
　
　
(

教
育
セ
ン
タ
古

出
張
教
育
相
談

次
の
と
お
り
、
出
張
教
育
相

談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
9
日
百
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

佐
野
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
教

育
相
談
綾
瀬
分
室

音
讎
3
5
8
8

1
0月
1

日

は国
勢
調
査
!

数
字
か
ら
描
く
日
本
の
ゆ
め
・
み
ら
い

税

金

第
1
期
分
を
未
納
の
方
へ

平
成
2
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1
期
分
の
納
期
は
、

す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
区
で
は
今
月
、
1

期
分
が
未
納
の
方
へ
催
告
書
を

発
送
し
ま
し
た
。
催
告
書
は
、

未
納
の
通
知
と
納
付
書
を
兼
ね

た
も
の
で
す

。
こ
の
納
付
書
を

持
参
し
て

、
お
近
く
の
各
金
融

機
関
に
催
告
指
定
納
付
期
限

(
8
月
2
8日
)

ま
で
に
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

魯
8
8
0
5
0
9
6

第
2
期
分
の
納
期
が
迫
っ
て
ま
す

第
2
期
分
の
納
期
限
は
8
月
3
1

日
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機

関
な
ど
で
早
目
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

昔
8
8
0
5
0
9
6

年

金

ご
利
用
く
だ
さ
い

9
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ

と
し
た
疑
問
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
足
立
社
会
保
険

事
務
所
の
専
門
官
が
直
接
お

答
え
す
る
「
ね
ん
き
ん
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
毎
月
第
1
水

曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
9

月
5
日
(
水
)
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
　

階
、
国
民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
年
金
課
推
進
係
　

昔
8
8
0
5
0
6
1

文

化

あ
し
だ
ち
大
学

対
象

区
内
在
住
・
在
動
で
6
0
　

歳
以
上
の
方
(
9

月
1

日
現

在
)

定
員

各
4
0人
(

抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
○
○
コ
ー
ス
希

望
」
と
明
記
し

、
各
会
場
へ

申
込
期
限
8

月
3
1日
消
印
有

効

※
「
社
会
学
」「
歴
史
」コ

ー
ス

は
9

月
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

。

□
「
自
分
史
」
コ
ー
ス
～
昭

和
史
を
考
え
る
～

自
分
の
歩
み
と
と
も
に
昭
和

の
歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
い
た
だ

く
コ
ー
ス
で
す
。
自
分
史
を
書

く
意
味
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
で

年
表
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
話

し
合
い
、
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
す

。

日
程
・
時
間
9
月
1
4
日
～
1
2

月
7
日
の
毎
週
金
曜
日
(
た
　

だ
し
、1
0
月
第
2
・
3
週
は
　

1
0
月
9
・
1
6
日
の
火
曜
日
)
　

・
午
後
2
時
～
4
時

講
師

横
山
宏
氏
(

早
稲
田
大

学
教
授
)
、
宮
沢
郁
子
氏
(
草

加
市
中
央
公
民
館
社
会
教
育

主
事
)

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先

西

部
老
人
館
(

〒
1
2
3鹿
浜
2
-
　
2
4
-
2
s
8
9
7
5
0
1
6
)

□

「
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
」

コ
ー
ス

日
程
・
時
間
9

月
1
4日
～
1
2
　

月
1
4日
の
毎
週
金
曜
日
(

た

だ
し
1
0
月
第
4

週
お
よ
び
1
1
　

月
第
1
週
は
、1
0
月
2
5日

、

1
1‥月
1

日
の
木
曜
日
)

・
午

後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0
分

内
容
・
講
師

▽
高
齢
化
社
会

の
か
ら
く
り
を
知
ろ
う
・・・
原

田
正
二
氏
(

全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
理
事
)

▽
遐

ぱ

あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」
よ
り
・
:

川
添
登
氏
(

日
本
生
活
学
会

理
事
長
)

▽
御
隠
居
は
ど

こ
へ
行
っ
た
・
:
安
藤
義
雄
氏

(
郷
土
博
物
館
)

▽
街
の
中

で
生
き
生
き
と
・
:森
ま
ゆ
み

氏
(
地
域
雑
誌

「
谷
中
・
根
津

・
千
駄
木
」
編
集
人
)

ほ
か

会
場
・
申
込
・
問
合
せ
先

千

住
老
人
館
(
〒
1
2
0千
住
元
町

3
4
-
1

き
8
8
2
2
7
6
5
)

消
費
生
活

消
費
者
講
座

「
今
な
ぜ
?
環
境
問
題
」

環
境
問
題
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
し
、气
自
分
に
何
が
で

き
る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
9
月
3
・
4
。

6
・
1
4
日
、午
後
1
時
3
0
分
　
～

3
時
3
0分

場
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー

※
9

月
6
日
は
、大
平
農
場
(
世

田
谷
区
)
見
学
の
た
め
、午
後
1

時
1
5分
に
東
急
大
井
町
線
等
々

力
駅
に
集
合
し
ま
す

。

内
容

▽
大
量
浪
費
社
会

▽

環
境
ブ
ー
ム
を
考
え
る
(
手

す
き
(
ガ
キ
を
作
っ
て
)
　

▽
リ
サ
イ
ク
ル
の
権
化
・
有

機
農
業

▽
地
球
汚
染
を
考

え
る

定
員
4
5
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
見
学

会
交
通
費
は
自
己
負
担
)

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

魯
8
8
0
5
3
8
5

仕
事
と
経
営

ワ
ー
プ
ロ
講
習
会

日
時
9

月
1
7日
～
1
0
月
1

日

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
1
0
　

日
間
)

▽
午
前
コ
ー
ス
‘・・

午
前
1
0
時
～
正
午

▽
午
後

コ
ー
ス
…
午
後
1

時
～
3

時

対
象

区
内
在
住
で
就
業
を
希

望
し
、
初
級
程
度
の
技
能
が

あ
る
方

定
員

各
コ
ー
ス
1
0人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
教
材
費
2
千
円

程
度
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

「
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
希
望

」、

住
所

、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
電
話
番
号

、
希
望
コ

ー
ス
を
明
記
(

―
人
1

枚

。

本
人
に
隕
る
)

申
込
期
限
9

月
1
日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

動

労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
干
1
2
0綾
瀬
I
-
3
4
-
7
1
　
1
0
2

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内

讐
8
3
8
　
3
5
8
4
)

足
立
区
職
員
募
集

選
考
日
1
0
月
1
4日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成

3
年
4
月
1
　

日
以
降

申
込
方
法

必

要
書
類
を
持

参
ま
た
は
郵

送
申
込
期
限
9
　

月
1
4日
消
印

有
効

受
付
時
間

午

前
9
時
I
午

後
5
時
(
日

曜
・
祝
日
・

第
2
・
4
土

曜
日
を
除

く
、
土
曜
日

は
正
午
ま

で
)

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀
住
)
・

人
事
係

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等

左
表
の
と
お
り

( 平成3 年3 月卒業見込・免許取得見込みも可)
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健

康

巡
回
健
康
診
査

成
人
病
予
防
の
た
め
、
巡
回

健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
程
・
場
所
表
2
の
と
お
り

受
付
時
間
午
後
1
時
4
5
分
～
　

2
時
4
5分

対
象

主
婦
、
自
営
業

、
商
店

で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で

、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会

の
な
い
3
0
歳
以
上
の
区
民

(
た
だ
し
結
核
・
肺
が
ん
検

診
は
1
6
歳
以
占

検
査
内
容

▽
結
核
・
脯
が
ん

検
診
(
胸
部
X

線
間
接
撮
影
)

▽
循
環
器
検
診
(
血
圧
測
定
、

尿
検
査
な
ど
)

▽
歯
科
検
診

(
虫
歯
、歯
石
な
ど
)

費
用
1
0
0
円

八
ご
注
意
▽

▽
X

線
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で

金
具
類
の
付
い
て
い
な
い
下

着
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

▽
貴
重
品
の
お
預
か
り
は
で
き

ま
せ
ん

▽
自
動
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

▽
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方

は
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い

※

検

査
の

結

果

、
必
要
が
あ

る
場
合
、
後
日

精
密
診
査
を
行

い
ま
す
(

費
用

・
:
5
0
0
円
、
循
環

器
検
診
の
み
)
。

※
一
般
診
査
、
精
幤一
診
査
と
も

生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
の
方
は

、
費
用
を
免
除
し

ま
す

。

申
込
力
法

直
接
会
場
へ

※
夜
間
検
診
は
9
月
1
0
日

(
日
)
、
千
住
保
健
所
で
行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
午
後
6
時
～

7
時
で
す
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(
'
‘

8
5
5
4
1
5
1
)
、千
住
保
健
所

(
酋
8
8
8
4
2了
了
)
、
本
庁
舎

♀

住
)
・
保
健
予
防
係

表2　 巡回健康診査の会場

老
人
健
康
診
査

老
人
健
康
診
査
は
、
6
5歳
以

上
の
方
(
大
正
1
5年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
)
お
よ
び
4
0歳
以

上
で
在
宅
寝
た
き
り
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

□
6
5歳
以
上
の
方

受
診
票
を
8
月
末
ま
で
に
、

全
員
の
方
に
送
る
予
定
で
す
。

□
4
0
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方

医
師
が
訪
問
し
て
健
康
診
査

を
行
い
ま
す

。ご
希
望
の
方
は

、

保
健
予
防
係
に
9

月
2
0
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
票
を
送
り
ま
す
。
健

診
日
は

、
医
療
機
関
と
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

日
程
9

月
1

日
1
3
0
日

場
所

青
色
の
「
本
院
は
老
人

健
康
診
査
実
施
会
場
で
す

」

の
看
板
の
あ
る
区
内
の
医
療

機
関

診
査
内
容

▽
一
般
診
査
・
:
問

診
、
理
学
的
診
察
、
尿
・
血

液
検
査

、
生
化
学
検
査

、
血

圧
測
定

、
身
体
計
測

▽
精
密
検
査
(

一
般
診
査
の

結
果
、
必
要
と
さ
れ
た
方
)
　

・・・
心
電
図
一
眼
底
検
査

、
胸

部
X

線
検
査
、
糖
負
荷
試
験

の
う
ち
必
要
な
検
査

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
前
記

診
査
内
容
以
外
の
検
査
、
治

療
を
行
っ
た
場
合
は
有
料
)

持
参
す
る
も
の

受
診
票
、
健

康
保
険
証

斑
老
人
医
療
証
、
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
生
活
保
護

受
給
者
は
保
護
の
し
お
り
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
再
交
付

受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
な

ど
は
直
接
、
保
健
予
防
係
へ
9

月
2
7日
ま
で
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
保
健
予
防
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

9
月
の
献
血

日
程
は
表
3
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
士
f
血
液

セ
ン
タ
ー
(
6
9
3
5
7
0
　

恚

、
本
庁
舎
♀
住
∵

保

健
予
防
係

表3　9 月の献『rn日 程

保
養
所
な
ど

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

1
1月
分
の
利
用
案
内

1
1
(月分
の
利
用
申
し
込
み
は

下
表
の
と
お
り
で
罵
(

ガ
キ
は
I

保
養
所
・
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚

で
す

。
2
枚
以
上
の
方
は
無
効

に
な
り
ま
す
。

紅
葉
の
き
れ
い
な
こ
の
時

期
。
ご
家
族
や
、
お
友
達
と
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央 本町 保健相談所 　880- 5351

掲
示
板

□
東
京
消
防
庁
救
急
フ
ェ
ア

日
時
9
月
9
日
～
H
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
7
時

場
所

北
千
住
ウ
イ
ズ
7
階

内
容

家
庭
内
事
故
・
救
急

救
助
・
救
急
手
当
体
験
・

通
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
大
事
で
す
、

救
急
車
の
着
く
ま
で
が
」

問
合
せ
先

千
住
消
防
署
・

予
防
課

雪
8
8
2
0
1
1
9

□
東
京
武
道
館
大
武
道
場
の

個
人
開
放

開
始
月
・
日
時
9

月
か
ら

毎
週
火
・
木
曜
日
、
午
前

1
0時
～
午
後
8
時

※
貸
し
切
り
が
あ
る
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん

。

費
用
(
2
時
間
)

▽
大
人
3
0
0
　

円

▽
小
人
(
中
学
生
ま

で
)
1
5
0円

問
合
せ
先

東
京
武
道
館
　

き
5
9
6
7
-
2
1
1
1

・
建
築
無
料
相
談

日
時
9
月
I
貝
土
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

地
下
鉄
千
代
田
線
北

千
住
駅
入
口
前

内
容

建
築
に
つ
い
て
の
防

災
、
全
股
的
相
談

問
合
せ
先

東
京
都
建
築
士

事
務
所
協
会
足
立
支
部
・

斉
藤

昔
Ⅲ
4
5
9
0

ひ
ろ
ば

催
し
物

☆
ワ
ク
ワ
ク
親
子
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
9

月
9
日
(

日
)
、
午
前
9

時
東
武
伊
勢

崎
線
花
咲
駅
前
集
合
/

加
須

市
花
咲
コ

ー
ス
1
0
べ

約
3

時
間
/

区
内
在
住
、
在
学
の

小
学
生
と
そ
の
父
ま
た
は

母

、
他
に
幼
児
同
伴
可
/

親

子
1

組
=
・
5
0円

、
I
人
…
3
0
0

円
、
幼
児
…
無
料
/

電
話
申

込
/

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
グ

I
ス
ク
ラ
ブ
・
荒
川

豊
8
8
9
8
0
0
0

募

集

☆
呼
吸
法
を
字
ぶ
会

毎
月

第
2
・
4
金
曜
日

、午
後
6

時
3
0

分
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円

、
月
額
2

千

円
/

齊
藤

霤
脚
4
9
3
2

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
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婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し
物

男
性
講
座

「
も
て
る
男
の
条
件
」

女
性
を
取
り
ま
く
社
会
の
変

化
は
目
ま
ぐ
る
し
い
の
に

、
男

性
の
意
識
は
変
わ
ら
な
い

、
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

。

「
女
性
が
わ
か
ら
な
い

」
と

た
め
恩
を
つ
く
前
に

、
男
と
女

の
い
い
関
係
を
つ
く
れ
る
「も

て
る
男
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
9
月
1
0
日
～
1
1
(
月
1
9
日
　

の
毎
週
月
曜
日
(
全
9
回
)
、

午
後
7
時
～
9
時

対
象

男
性
の
方

定
員
4
0
人
(
申
し

込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

内
容
・
講
師

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
(

ガ

キ
で

、
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
間
9

月
3

日
(
月
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦
人

総
合
セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
3梅
田

7
-
3
3
-
I

エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
内

昔
8
8
0
5
2
2
2
)

男性講座「もてる男の条件」
再就職セミナー

今、働こうと
する女性へ

仕
事
に
出
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
自
信
が
な
い

、
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
な
ど
、
今

一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
あ
な

た
。自

分
ら
し
さ
を
生
か
し
た
仕

事
探
し
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
9

月
1
8日
～
H

月
2
0日

の
毎
週
火
曜
日
(

全
1
0回
)
、

午
前
1
0
時
～
1
2
時

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

定
員
3
0

人
(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

内
容
・
講
師

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
希

望
理
由

、「
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
9

月
3
日
必
着

保
育

子
育
て
中
の
女
性
も
安

心
し
て
学
べ
る
よ
う

、2

歳

以
上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の

保
育
を
し
ま
す

。
希
望
の
方

は
、
子
ど
も
の
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
を
申
し
込
み
(
　

ガ
キ
に
記
入

※
9

月
1
1‥日
(
火
)
、
午
前
1
0
時

～
1
1
時
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

婦
人

総
合
セ
ン
タ
ー
(

〒
1
2
3梅
田

7
1
3
3
-
I

エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
内

豊
8
8
0
5
2
2
2
)

再就職セミナー

情

報 コ ー ナ ー か っ ぱ の
バ ッ チ
発 売 中!

販売価格 単品200円、5 色セット80D円
販売場所 本庁舎(千佳)・樢報公開課、中央本町

庁舎・情報公開課分室
問合せ先 本庁舎(千住)・広報課H0BB- I 11K 代)

少年活動リーダー講座 第4 期

楽しいレクリエーション
レクリエーションを楽しくするも

しないもあなた次第です。
すでに活躍し ているあなた、Fよー

し 、これからだ」と意気盛んなそこ
の人、こっそりレクリエーション指
導のポイントを伝授しましょう。
日時・内容 右表のとおり
場所 青年センター
対象 区内の少年団体の指導者及び

少年団体活動に興味のある方
定員30 人
費用 無料
申込方法 直接窓口または電話
申込期限9 月11日( 火)
申込・問合せ先 本庁舎( 千住)
少年育成係t t 882 ―1111( 代)

時間はいずれも午後フ時～9時

図 書 館
臨時休館のお知らせ

中央図書館
工事のため次のとおり休館し ま

す。
期間8月31日～11月9日
なお、フィルムライブラリーの

休みは9月15日～10月1日です。
※ ※ ※

宮城コミュ ーJ イ図書館
図書特別整理のため次のとおり

休館し ます。
期間9月13日～22日
大変、ご迷惑をおかけし ますが、

他の図書館をご利用ください。
問合せ先 中央図書館

t 1840- 4646

西部児童館・老人館
秋祭りへのお誘い
西部児童館・老人館では、鹿浜

地域の子供会や老人会、町会の皆
さんと協力して、お祭り( 手作り
縁日) を行います。無料ですので
ふるってご参加ください。
日時9 月2 日( 日)、午後2 時か
ら

場所 島糀屋( しまこうじゃ) 公
園( 鹿浜2 ―22)、雨天の場合は
西部児童館・老人館

内容 手芸、工作等のお店、食べ
物屋、ゲームコ ーナーなど

問合せ先 西部児童館・老人館
C897 ―5016

青年センタ ー/ シネサロン

「ブ ラ ッ ク・レ イ ン 」

NY 市警の2 人が殺人犯を日本へ
護送中、大阪空港で犯人に逃げられ
たことから熱いドラマが始まる。

日時9 月5 日( 水) 、午後7 時から
定員100 人
費用 無料
※ 整理券は8 月25日から窓 口で配
布。
場所・問合せ先 青年センター

さ890- 0061

あなたの相談室 問合せ先 足口区役所本庁舎( 干住) 1 階区民相談窒
住 所 干t t 1- 4- 18Q882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことかありましたら、気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

第19回 足立区合唱 コンク ール

出 演 団 体 募 集
合唱グループの皆さん、日ごろの

練習の成果をコンクールで発表して
みませんか。グループ 同士のふれあ
いの場ですので、気軽にご参加くだ
さい。
日時11 月23日( 金) 、午前n 時開演
場所 文化会館
対象 じ>第1 部門… 小学生 し第2　
部門… 中学生 じ>第3 部門‥・一般
(高校生を含む)

曲目 自由、2 曲以内
演奏時間 曲間を含め7 分以内( 時
閧超過の場合は、審査対象外)

審査員 真篠将氏、鈴木富三氏、岩
河三郎氏

表彰 部門別に賞状授与。参加者全
員に言己滄;メダJレを貝曽呈

申込方法 直接窓口または郵送
※ 申込用紙・実施要項は、本庁舎(千
住) ・文化振興係にあり ます。
申込期限10 月2 日( 火)
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
文化振興係( =i =120千住1 ―4 ―18　
登' 882―1111( 代) )

あ だちブラスバンド
フェスティバル' 90

出演団体募集(社会人)
区 内で 活 動し てい る 吹奏 楽 団 の

皆 さ ん、 日 ごろ の練 習 の成 果 の 発
表 の 場と し て、 また 音 楽 とい う共
通 の 世 界を もつ 人た ち と知 りあ う
交 流 の場 とし て 、ブ ラ スバ ンド フ
ェス テ ィバ ル に出演 し て みま せ ん
カ%
日β寺10 月21 日( 日) 、午 前10E 吟限l
演( 予 定)

場 所 文 化会 館
申 込方 法 電 話
申 込期 限9 月20 日( 月)
申 込 ・問 合せ 先 本 庁舎( 千住) 。
文化 振 興係0882 ―1111 ㈹

プラネタリウムー般投映
9 ～11 月

「青い星　地球」
わたしたちの星< 地球> は、ど

のようにして生まれ、どう変化し
てきたか、地球のおいたちをたず
ねてみます。
日時 【>毎月第1 ・3・5土曜日・・・
午後1 時・2時30分・4時の3 回
C>木曜日・・・午後7 時

※ 11月29日は休みです。
場所 教育センタ ー
題名 「青い星 地球」
定員172 人 〔各回先着順〕
費用[ >15 歳以下…無料E>16 歳
以上… 100円

問合せ先 教育センター
0850 ―8801

秋の区内めぐり
クループで施設見学を

グループで、秋の区内めぐりをし
ませんか。皆さんをバスでご案内し
ます。
実施日9月～12月( 平日計5回)
時間午前9時30分～午後4時( 雨　
天実施)

見学施設 郷士博物館、東京武道館、
花畑記念庭園、見沼代親水公園 ほ
か

対象18 歳以上の健康な区民で構成
される20人以上30人以内のク ルー
プ

申込方法 往復ハガキに、グループ
名、代表者名、住所、電話番号、
「グループ施設見学会希望」と明
記( 1 グループ1 通)

※ 応募が5 グループを超えた場合は
抽選になり ます。また見学日、コー
スについては、代表者と打ち合わせ
て決定し ます。
申込期限9 月10日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
広聴係( 〒120千住1 ―4 ―18
B882 ―1111<代) )


